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本
年
度
の
自
治
会
事
業
も
防
災
会

の
夜
警
巡
回
を
残
し
て
、
ほ
ぼ
無
事
に

終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
此
れ
も

一
重
に
役
員
始
め
町
内
皆
様
の
ご
協
力

の
賜
と
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

防
災
会
も
平
成
十
年
八
月
に
結
成
以

来
丸
四
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
夜
警
巡

回
・防
災
訓
練
・
地
震
体
験
車
訓
練

・
河

南
消
防
署
見
学
等
が
実
施
さ
れ
、
自
分

達
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
の
主
旨

も
、
よ
う
や
く
定
着
し
て
き
た
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
　

本
年
も
十
二
月

一

日
よ
り

一
月
末
日
ま
で
の
二
ヶ
月
間
夜

警
巡
回
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
町
内
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

足
利
市
に
は
、
三
百
二
十
四
の
自
治

会
が
あ
り
、
現
在
は
ほ
ぼ
全
部
の
自
治

会
で
防
災
会
が
結
成
さ
れ
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
も
二
百
人
以
上
の
人
が
、
各
地
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

防
災
会
リ
ー
ダ
ー
は
、
座
学
・資
器

材

・
普
通
救
命
等
の
講
習
を
得
て
、
足

利
消
防
署
長
よ
り
資
格
認
定
さ
れ
ま
す

が
、
西
新
井
町
で
は
、
早
川
栄
さ
ん
が

十

一
年
に
こ
の
資
格
認
定
を
受
け
、
現

在
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
中
で
す
。
協

力
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
の

先
日
行
わ
れ
た
、
山
辺
地
区
自
治
会

町
内
功
労
者
表
彰
は
、
西
新
井
町
か
ら
、

須
永
末
治
さ
ん
が
、
長
年
の
積
極
的
な

活
動
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
須
永
恭
正
さ
ん
が
、
長
年
の
統

計
調
査
委
員
と
し
て
市
長
よ
り
感
謝
状

を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

両
氏
と
も
本
当
に
有
り
難
う
御
座
い

ま
し
た
ｃ

須
永
工
機
さ
ん
よ
り
３５

・
３６

ｏ
３７
隣

組
の
ご
み
集
積
場
用
鉄
製
の
棚
を
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
も
残
り
少
な
く
な

っ
て
参

り
ま
し
た
が
、
お
礼
方

々
ご
報
告
と
、

皆
々
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

白
治
茶
副
会
長
　
試

口
　
寺

町
内
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
の
事
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
は
や

年
末
と
な
り
ま
し
た
。

自
治
会
活
動
も
前
半
の
諸
行
事
が
予

定
通
り
、
町
内
皆
様
・役
員
の
ご
協
力

に
よ
り
、
恙
無
く
終
了
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
機
に
、
前
半
の
活
動
経
過
の
大

枠
を
ご
報
告
申
し
上
げ
、
更
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

１
．

【納
涼
祭
】
七
月
二
十
七
日

（土
）
育
成
会
と
共
催
に
て
、
ゲ
ス
ト
歌

手
に
磯
部
重
月
子
さ
ん
を
招
待
し
て
盛

大
に
実
施
。

２
・
【敬
老
会
】
九
月
十
五
日
（日
）

町
内
敬
老
者
、
最
高
齢
九
十
六
歳
の
須

永
繁
雄
様
ほ
か
９６
名
を
招
待
。

３
．

【第
五
十
人
回
山

辺
地
区
体
育
祭
】
十
月
六
日

（日
）
に
参
加
、
育
成
会
を
中

心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
に
て
、

健
闘
し
た
が
第
七
位
の
成
績
に
終
わ
る
。

４
．

【
文
化
祭
】
十

一
月
二
日
か

ら
三
日
の
両
日
に
開
催
、
恒
例
の
つ
る

し
鍋
・茶
会
も
あ
り
盛
会
。

十
二
月

一
日
よ
り
、
自
主
防
災
の
夜

警
、
八
日
に
は
町
内

一
斉
清
掃
等
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
お
伝
え
致
し

ま
す
。

自
治
会
も
四
百
所
帯
を
超
え
ま
し
た
。

町
内
発
展
の
為
に
も
、
お
気
付
き
の
点

な
ど
遠
慮
な
く
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

皆

々
様
の
来
る
新
年
の
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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西
新
井
町
防
災
会
の
年
末
年
始
の
夜

間
巡
回
も
、
今
回
で
五
年
目
を
迎
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の
ご

協
力
の
お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
、
今
ま
で
と
巡
回
の
順
を
変

え
て
、　
一
隣
組
と
十
七
隣
組
か
ら
始
め

て
い
た
の
を
、
西
地
区
は
十
六
隣
組
・

東
地
区
は
三
十
七
隣
組
か
ら
と
、
巡
回

順
番
を
逆
順
に
し
ま
し
た
。

新
し
い
気
持
ち
で
変
わ
ら
ず
ご
協
力

出
来
る
よ
う
に
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

年
末
年
始
の
超
ご
多
忙
中
の
所
で
す

が
、
二
ヶ
月
間
の
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
平
成
十
五
年
二
月
に
防
災
会
主

催
で
、
防
災
訓
練
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。日

時
に
付
き
ま
し
て
は
決
ま
り
次
第

に
、
町
内
皆
様
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

そ
の
節
も
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

防
災
会
に
、
二
十

一
隣
組
三
宅
孝
雄

さ
ん
よ
り

『
充
電
式
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
』

を
ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
。
早
速
今
回
巡

回
よ
り
使
用
致
し
ま
す
。

Ｈ
月
２
日
（土
）
３
日
（日
）
の
２
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

『
文
化
祭
』
に

際
し
ま
し
て
は
、
多
数
の
皆
様
の
ご
来

場
を
頂
き
、
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま

し
た
。
お
蔭
様
で
西
新
井
町
文
化
祭
も

今
回
で
２７
回
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
此
れ
も
、
町
内
皆
様
の
日
頃
か

ら
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
、
そ
し

て
力
強
い
励
ま
し
の
賜
物
で
す
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
名
物
の

【
つ
る
し
鍋
】
と
、
収
穫
さ
れ
た
ば
か

り
の
新
米
ご
飯
に
舌
鼓
を
打
た
れ
た
方

も
大
勢
お
り
ま
す
。
婦
人
部
の
皆
様
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

文
化
祭
の
中
身
も
年

々
充
実
し
て
き

て
お
り
ま
す
。
展
示
作
品
も
絵
画
・
写

真
・盆
栽
や
生
花
・
手
芸
な
ど
個
性
あ
る

作
品
は
勿
論
の
事
、
今
静
か
な
ブ
ー
ム

を
呼
ん
で
い
る
ア
ー
ト
・
フ
ラ
ワ
ー
も

婦
人
部
の
有
志
の
方

々
の
力
作
出
品
を

頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
会
場
内
で
は
、

大
正
琴
の
凛
と
し
た
響
き
を
耳
に
し
な

が
ら
の
、
茶
道
部
に
よ
る
お
茶
会
も
催

さ
れ
花
を
添
え
ま
し
た
。

会
場
前

の
広
場
で
は
、
人
木
節
愛
好

会
の
勇
壮
な
人
木
節
音
頭
の
演
奏
と
踊

り
も
行
わ
れ
、
最
近
の
市
民
プ
ラ
ザ
等

で
の
発
表
出
演
等
で
磨
か
れ
た
腕
前
を

存
分
に
技
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
、
西
新
井
町
文
化
部
に
は
、
６

団
体
が
所
属
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
日
々

研
鑽
に
励
み
、
精
進
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。
そ
の
成
果
は
、
今
回
の
文
化
祭
や

夏
の
納
涼
祭
な
ど
で
、
お
目
に
さ
れ
た

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

団
体
名
、
代
表
者
、
練
習
日
、
連
絡
先

等
を
記
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
お
気
軽
に
電
話
を
掛
け

て
下
さ
い
。
各
部
と
も
練
習
の
見
学
、

入
会
大
歓
迎
で
す
。

ら

ス
ロ
ー
フ
ー

《
つ
る
し
鍋
》
、

す

投
稿
お
待
ち
し
ま

五
月
で
す
。
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